
119番通報

火事ですか？・救急ですか？

場所（住所）はどこですか？
（付近の目標となる物など）

あなた（通報者）の名前と　
電話番号を教えてください。

能代山本地域の
１１９番通報は、全て能代市の
能代山本広域消防本部通信指令室

で受報しています。

通報する際は、自分の身の安全が最優先!!

何が燃えていますか？ 誰がどうしましたか？

ケガ人や逃げ遅れた人
はいますか？

傷病者の状況を教えて
ください。

「119番通報」は落ち着いて正確に!

通  報  要  領

　総務省消防庁では、消防に対する正しい理解と認識をさらに深め、防災意識の高揚と地域ぐ
るみの防災体制の確立に資することを目的として、昭和62年から11月9日を「119番の日」
としております。

正確な通報が、消防隊・救急隊の迅速な活動へ繋がり、尊い命を救います。

■問合せ先：能代山本広域市町村圏組合消防本部 通信指令室　☎５２‒３３１１

119番の日
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●能代市・山本郡内の火災や災害発生時
　（２４時間災害時に対応）
●各種火災予防広報等
　（７時～２０時　災害時以外）

テレホンガイドの利用を!

TEL 52‐9999
　平成３０年１年間の１１９番受報件数は３，８２５
件（１日あたり１０．４件）でした。この中には、問合
せが１５７件、いたずらが７件ありました。
　１１９番は火災・救急・救助の緊急電話です。問合
せやいたずらの電話はやめましょう。

119番への “問合せ”
 “いたずら”電話はやめましょう

（火災時） （救急時）

元気な八峰町実現へ

八峰町まち・ひと・しごと創生総合戦略

Ⅰ．仕事づくりのため
　　の産業振興
Ⅱ．移住・定住対策
Ⅲ．少子化対策
Ⅳ．人口減少社会への
　　対応

Ⅰ．新規雇用数…令和元年までに100人
Ⅱ．社会減の抑制…△71.6人（Ｈ24～Ｈ26の３か年平均）
　　　　　　　　　➡△35.8人（Ｈ29～ R１の３か年平均）
Ⅲ．出生数…26人（Ｈ26）➡40人（R１）
Ⅳ．「住みやすい」と感じる割合…57.1％（Ｈ26）➡67％（R１）
　　※アンケートによる調査

●具体的な施策

（１）菌床しいたけ産業基盤強化事業
（２）生薬栽培推進事業
（３）雇用創出活動支援事業
（４）創業塾等開催事業
（５）空き公共施設活用支援事業
（６）特産品販路拡大事業
（７）滞在型観光推進事業
（８）人材育成事業
（９）農業ヘルパー制度創設事業

（１）結婚支援体制強化事業
（２）出会いの場創出事業
（３）子育て世帯負担軽減事業
（４）子育て支援センター整備事業
（５）IC T 教育環境整備事業
（６）ふるさと教育推進事業
（７）英語教育推進事業
（８）外部学習支援員活用事業

（１）定住促進用空き家改修事業
（２）若者及び子育て世帯支援住宅整備事業
（３）情報発信強化事業
（４）移住促進イベント事業
（５）田舎暮らし体験事業
（６）定住奨励金事業
（７）移住促進に向けたネットワーク構築事業
（８）移住者受入体制強化事業

（１）能代山本定住自立圏構想事業
（２）交通空白地･交通弱者対策事業
（３）自治会育成支援事業
（４）まちづくり活動支援事業
（５）元気な高齢者による地域
　　 づくり事業

※主な取り組みは次ページ。
　★印は検証委員会での意見です。

まち・ひと・しごと
創生総合戦略

特集

●４つの基本目標

Ⅰ  仕事づくりのための産業振興

Ⅲ  少子化対策

Ⅱ  移住・定住対策

Ⅳ  人口減少社会への対応

●数値目標

　平成２７年１１月３０日、町は「八峰町まち･ひと･しごと創生総合戦略」を策定しました。同戦
略は、人口減少を抑制し、将来にわたって活力ある町の創生を町民と行政が一体となって取り組む
ことを目的に策定されました。
　総合戦略には、４つの基本目標と、それぞれの具体的な施策を策定しており、その成果を検証す
ることとなっています。
　ここでは、８月に開催した町民や関係機関などで構成される検証委員会で議論された、これまで
の主な取り組みと今後の方針や改善点などを紹介します。
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